
      

①
新
風 

②
赤
坂
町
６
５-

４ 

③
（
24
）
０
３
７
４ 

④
「

捨

て

な

い

生

き

か

た

」

を

著

し

た

作

家

、

五

木

寛

之

の

新

書

に

励

ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
モ
ノ
に
は
、
手
に

入

れ

た

と

き

の

感

情

と

風

景

、

そ

し

て

数

年

、

数

十

年

と

と

も

に

時

を

過

ご

し

て

き

た

『

記

憶

』

が

宿

っ

て

い

る

」

と

あ

り

ま

す

。

捨

て

な

い

モ

ノ

は

喜

怒

哀

楽

を

呼

び

起

こ

す

財

産

で

あ

り

栄

養

剤

で

す

。

昨

年

を

振

り

返

れ

ば

、

民

主

主

義

、

資

本

主

義

、

環

境

衛

生

の

世

界

的

不

協

和

音

に

よ

る

地

球

と

人

類

の

問

題

が

表

面

化

し

た

年

で

し

た

。

今

年

は

本

市

が

目

指

す

脱

炭

素

社

会

づ

く

り

で

、

と

も

に

世

界
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。 

      

①
新
風 

②
赤
見
町
３
２
５
６ 

③(

25)

０
２
３
３ 

④
今

、

我

が

佐

野

市

に

お

い

て

20
代

の

若

者

の

市

外

転

出

率

が

一

番

高

い

理

由

と

し

て

は

、

就

職

先

と

な

る

企

業

の

不

足

が

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

れ

故

に

企

業

誘

致

及

び

高

質

な

雇

用

の

創
出
が
必
要
で
す
。 

本

市

は

平

成

26
年

に

「

出

流

原

Ｐ

Ａ

周

辺

総

合

物

流

開

発

整

備

事

業

方

針

」

を

示

し

、

推

進

し

て

き

ま

し

た

が

、

現

在

の

進

捗

見

通

し

は

構

想

時

に

示

し

た

100
ヘ

ク

タ

ー
ル

の

お

よ

そ

十

分

の

一

で
す

。

残

り

90
ヘ

ク

タ

ー

ル

に

つ

い

て

も

ス

ピ

ー

ド

感

を

も

っ

て

推

進

し

、

先

端

産

業

企

業

誘

致

に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

も

第

８

波

が

到

来

し

、

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

も

大

流

行

の

兆

し

が

予

測

さ

れ

ま

す

。

皆

様

の

生

活

が

早

く

通

常

に

戻

れ

ま

す

よ
う
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

皆

様

の

満

足

度

や

幸

福

度

が

向

上

し

、

次

世

代

に

誇

り

を

持

っ

て

繋

い

で

い

く

佐

野

市

を

つ

く

る

た

め

、

子

育

て

環

境

の

整

備

、

教

育

環

境

の

整

備

、

高

齢

社

会

に

対

応

す

る

健

康

寿

命

の

延

伸

・

孤

立

化

へ

の

対

応

、

災

害

に

強

い

イ

ン

フ

ラ

の

整

備

、

産

業

振

興

、

移

住

・

定

住

の

推

進

を

図

り

、

安

心

安

全

の

ま

ち

づ

く

り

に

全

力

投

球
致
し
ま
す
。 
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